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葉山博子高瀬乃一

PHP 研究所 早川書房KADOKAWA

女人太平記 南洋標本館天馬の子

     後の北朝初代・光厳帝の典侍を務めた日野名
子は、関東申次として権勢をふるった西園寺家
の若き当主・公宗の正室となる。だが彼女の栄
光の日々は、後醍醐院の謀略と足利尊氏の裏切
りにより、あっけなく失われることに。そして
それは、数多の武家と公家、皇族が互いに争い
合う、混沌の時代の幕開けだった――。度重な
る戦乱に人生をかき乱され続けた彼女が最後に
見抜いた、尊氏の抱える「秘密」とは。名子が
著した、最後の宮廷女流日記文学として名高い
『竹むきが記』を下敷きに、激動の室町幕府揺籃
期を活写する歴史ミステリ小説。

　僕らで南洋植物専門の標本館を作らないか？
――日本統治下の台湾。漱石を読み、端正な日
本語を話す陳は、台湾生まれの日本人・琴司と
共に植物学者を志した。だが養父母の期待を背
負った陳は、意思とは裏腹に医学の道へ。琴司
は台北帝大に進み、帝国委任統治領南洋群島へ
の採集旅行に出掛けた。一方、自らの道に行く
と決めた陳は、陸軍軍属の技師としてニューギ
ニア探検へと向かう。波瀾の運命を生きる台湾
人青年の大ロマン

　南部藩の村に生まれたリュウは、馬と心を通
わせる10 歳の少女。母馬・生築の世話の傍ら、
隠れ家「柳の穴」で仲間と過ごす彼女のもとに、
ある日、片腕のない馬喰（馬の目利き）が現れ、
囁いた。「生築の仔は天下の御馬になる」。けれ
ど天馬は天馬から生まれるのが道理。生まれに
とらわれず、違う何かになることなどできるの
か？リュウは「育たない」と見捨てられた貧弱
な仔馬を育て始める。村を襲う獣や飢饉。うね
り始める少女と仔馬の運命。やがてリュウは村
の人々のため、自らが大人になる道を探すため、
外の世界へと駆けだしていく。


